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第４学年  算数科学習指導案 

指導者  千葉市立土気南小学校  山下 智裕 

研究主題（市教研算数部会主題） 

基礎・基本を身につけ、論理的に考え、進んで表現し合う子どもを育てる算数学習のあり方 

 

１ 単元名  がい数とその計算 

 

２ 単元について 

 （１）学習内容 

 本単元では、概数の意味を理解し、数を手際よくとらえたり処理したりすることができるようにする

とともに、目的に応じて概数を用いることができるようにすることをねらいとしている。概数を用いる

と大きさがとらえやすくなることや、物事の判断や処理が容易になること、見通しを立てやすくなるこ

となどのよさに気付くことができるように指導することが大切である。 

 児童はこれまでに、第１学年で、２位数の表し方から１２０程度までの簡単な３位数を学習してきて

おり、第２学年では、数の範囲を４位数までに学習を広げた。第３学年では、万の単位を含め、十進位

取り記数法について学習し、第４学年では、億、兆を含め、十進位取り記数法の理解を深めてきた。こ

のような大きな数の意味を理解したうえで、本単元に入っていく。 

 本単元では始めに、概数の意味やよさ（詳しい数よりも概数の方がとらえやすい、見通しを立てやす

い、大きな計算の誤りを防ぐことができる）、概数の表し方（切り捨て、切り上げ、四捨五入、ある位ま

での概数、上から１けたや２けたの概数）について学習する。次に、概数を用いて大きな数の加減乗除

について学習していく。低学年から具体物を数えて数量をとらえ、それを詳しい数値で表してきている

児童にとって、概数は漠然としてとらえにくい数である。そこで、普段の生活の中で用いられる概数を

例にすることで、概数はとらえやすい数であることに気付かせたい。一見難しい加法、減法、乗法、除

法も概数を用いて行えば、おおよその答えが導き出せることのよさを感じさせたい。そのためにも、目

的に応じた概数の仕方を身に付けられるように指導していく必要がある。 

 本学級の児童は、授業で行った学習内容を理解することはできている児童が多い。しかし、友達にわ

かりやすく自分の考えを説明で生きる児童は少ない。基礎・基本的な知識と技能が身に付いていない児

童も中には見受けられる。そこで、本単元では、日常生活に密着した活動を取り入れることで、意欲的

に学習する態度を育てるとともに、自分の考えを説明することを重点として捉えることで、表現する力

を育てたいと考える。単元を通して、表現することの楽しさや、話し合うことで考えが深まる話し合い

のよさを感じさせたい。 

本時では、和や差を概数で見積もることを指導する。それぞれの数を必要な位までの概数にしてから

計算することのよさに気付くことで、目的にそった加減の概算についての理解を深めることが本時のね

らいである。計算をした結果を概数にする仕方と、概数にしてから計算する仕方を、速さや容易さなど

の観点から比べさせることで、概数にしてから計算することのよさに気付かせたい。見積もりは、結果

の見通しを立てたり、大きな誤りを防いだりする働きがあるため、今後の学習の中で大きな役割を持っ

ている。特に、わる数が２桁の割り算の筆算においては、商の見当をつける際に、商の見積もりは重要

な役割を果たす。 



2 

 

 （２）既習との関連 

  ４年 

一億をこえる数 

 ○億、兆の位までの数 

 

がい数とその計算 

 ○概数の意味、四捨五入 

 ○概数の範囲 

 ○和や差の概算 

 ○積や商の見積もりのしかた 

 

 

  ５年 

 

 

 

 

３ 単元の目標 

 ○概数に関心をもち、進んで概数で表そうとする。             （関心・意欲・態度） 

 ○数のしくみに基づいて、概数の表し方を考えることができる。        （数学的な考え方） 

 ○四捨五入によって概数を求めることができる。                    （技能） 

 ○概数の意味、四捨五入による概数の表し方が分かる。              （知識・理解） 

 

４ 指導計画（８時間扱い） 

小

単

元 

学習内容 
時 

数 
評価規準 

評価の観点 

関
意
態 

考
え
方 

技
能 

知
・
理 

が

い

数

の

表

し

方 

○野球場の入場者の数調べによる概

数の学習への動機づけ 

○四捨五入による概数の取り方 

 【がい数、切り上げ、切り捨て、

四捨五入、和、差】 

１ ○野球場の入場者数調べを通して、概

数に関心をもつ。 

○四捨五入の仕方を知り、概数にする

ことができる。 

○  ○ ○ 

○概数のとり方（ある位までの概数、

上から○桁の概数） 

１ ○「ある位まで」や「上から○桁」な

どの概数のとり方を理解し、場面に

応じて使い分けることができる。 

  ○ ○ 

見積もりを使って 

 ○まとまりをつくって 

見積もりを使って 

 ○さしひいて 

 ○切り上げ・切り捨てを使って 
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○概数の表す範囲 

 【以上、以下、未満】 

１ ○概数の表す範囲を理解し、以上、以

下、未満の用語を使って表すことが

できる。 

 ○ ○  

○概数を使って折れ線グラフに表す

こと 

１ ○概数を使って折れ線グラフに表す

ことができる。 
   ○ 

が

い

数

の

計

算 

○和や差を概数で求めること １
（
本
時
） 

○大きな数の加減計算について、和や

差の概数での求め方を理解してい

る。 

 ○ ○  

○積や商を概数で求めること ２ ○大きな数の乗除計算について、積や

商の概数での求め方を理解してい

る。 

 ○ ○  

たし

かめ

道場 

○４観点に基づく評価とふりかえり １      

 

５ 本時の指導 

 （１）検証の視点 

仮説２（表現し合い、高め合う場の工夫） 

一人一人の考えを表現し合う場を工夫すれば、子どもは数理的な処理のよさを学び、算数の楽しさを味

わうだろう。 

 本単元においての数理的な処理とは、概数の意味や良さであり、数を手際よくとらえたり処理したり

すること、目的に応じて概数を用いることである。概数は、大きさがとらえやすくなることや、物事の

判断や処理が容易になること、見通しを立てやすくなることなどのよさがある。そのよさに気付き、学

習の中で活用し表現し合う場があれば、算数の楽しさを味わうことにつながると考える。そのためにも、

学習の中で概数を活用し表現し合う場が必要になる。 

 本時では、大きな数の加法減法について理解し、概数を用いて工夫して計算をできるようにしていく。 

問題把握の場面では、絵を見て場面の様子を考え、問題文の意味を理解できるようにする。児童に身

近な物を問題で用いることで、児童は日常生活の身近な問題として捉える。より興味関心を持ち、意欲

的に問題解決に取り組めると考える。 

 自力解決の場面では、２通りの計算の仕方から違いを比較し、どのような考えで計算したのかを説明

できるようにする。また、計算をした結果を概数にする仕方と、概数にしてから計算する仕方を、概数

のよさに着目しながら比較し説明できるようにしたい。どのような概数にすればよいのか、どのように

自分の考えを書けばよいのかわからない児童が予想される。それぞれの式の形の違いに着目させたり、

計算のしやすさに着目させたりすることで支援していく。その後、一人一人が自分の考えを発表できる

ように、グループで自分の考えを話し合うことで、自分の考えに自信を持たせたり、考えを深めたりで

きるようにする。 

 比較検討の場面では、計算した結果を概数にする仕方と、概数にしてから計算する仕方を、速さや容

易さの観点から比べさせ、概数にしてから計算することのよさに気付かせる。その後、減法による問題
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も同様に行い、減法でも同様に行えることを確認する。本時で学習した内容をまとめた後、適用問題に

入っていく。 

このような活動を行うことで、概数にしてから計算することのよさに十分に触れさせることで、簡単

に早くおおよその答えが求められるから便利だと感じ、算数の楽しさやよさを味わうことができるだろ

う。 

 （２）本時の目標 

  ○和や差を概数で求める計算の仕方を工夫し、説明することができる。 

  ○和や差の概算ができる。 

 

 （３）本時の評価規準 

  ○概数を使って和や差の見積もりをしようとする。         （関心・意欲・態度） 

  ○概数にしてから計算することのよさを感じることができる。    （数学的な考え方） 

  ○目的にそった加減の概算ができる。               （技能） 

  ○和や差を概数で求める仕方がわかる。              （知識・理解） 

 

 （４）展開（５／８） 

過程 学習活動と内容 教師の支援 資料・教具 

問 

題 

把 

握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．絵と文を見て、場面の様子を考える。 

 家族でショッピングセンターへ出かけ

ました。お父さんは、デジタルカメラと

プリンターを買おうと思っています。 

デジカメ    ３４９８０円 

プリンター   ２０３５０円 

お父さん：２つ合わせて約何万何千円に

なるのだろうか。 

 

２．２通りの考えをとらえる。 

Aの考え 

 34980＋20350＝55330  約 55000円 

Bの考え 

 35000＋20000＝55000  約 55000円 

 

３．課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

○デジタルカメラとプリンターを合

わせての代金を、概数を使って求めて

いる場面であることを確認する。 

○買い物の場面では、歩きながら見な

がらなので、細かい計算はできないと

いうことを確認する。 

 

 

 

○それぞれの式の違いについて確認

し、それぞれの考え方が違うことを確

認する。 

 

 

 

 

 

 

○２つの計算の仕方を比較し、どちら

の計算がよいか考えることを確認す

る。 

・物の絵が

描いてあ

る掲示物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どちらの計算の仕方がよいか考えよう。 
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自 

力 

解 

決 

 

 

 

比 

較 

検 

討 

 

 

 

 

 

 

 

 

適 

用 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

 

 

 

 

練 

習 

 

４．どちらの計算の考えがよいのかについ

て考える。 

・A は計算をしてから、答えを概数にして

いる。 

・B はどちらも千の位までの概数にしてか

ら計算している。 

 

５．自分の考えをグループで説明し合い、

グループの考えをまとめる。 

 

 

６．全体の場で話し合う。 

・A は計算をしてから、答えを概数にして

いる。 

・Bは概数にしてから計算している。 

・Bの方が、計算が簡単にできる。 

・Bの方が、計算が速くできる。 

 

 

７．同じように、概数を使って値段のちが

いについて求める。 

デジカメ① 27980円 

デジカメ② 15250円 

お母さん：ちがいは約何万何千円になるの

かしら。 

  ・28000－15000＝13000 

          約 13000円 

 

９．本時のまとめをする。 

 

 

10．用語の指導をする。 

 ・がい数の計算をがい算という。 

 

11．練習問題を解く。 

 ・教科書 P９② 

 ・終わった人は、教科書 P１２２④ 

 

○どちらの計算がよいかが考えられ

ない児童には、計算にしやすさについ

て着目することを伝える。 

○早く終わってしまう児童には、相手

にわかりやすい説明か考えるように、

支援する。 

 

○グループで考えを説明し合うこと

で、自分の考えを深めたり、自信を持

って発表したりできるようにする。 

 

○計算をした結果を概数にする仕方

と、概数にしてから計算する仕方では

概数にしてから計算した方が「速く

て」「簡単」であることに気付かせる。 

○ 

◆概数にしてから計算することのよ

さを感じることができる（考え方） 

 

○減法についても同様に計算できる

のか確認させる。 

◆目的にそった加減の概算ができる。

（表現・処理） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○解けない児童には、概数にしてから

計算するように助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・物の絵が

描いてあ

る掲示物 

 

 

 

概数にしてから計算する方が速く簡単に計算できる。 
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